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1．序論

　前報
1
に お い て 、 Breneman 実験

2
に つ い

て 改訂非線形色知覚モ デ ル
3’4

に よ る予測を実

施 した 。 その 際実験 に お け る不完全順応の 状

態 を予測する た め 、 完全順応 に対応する非 線

形色知覚モ デ ル に 実効順応度指数 α n血 を導

入 して予測する方式 を与えた 。 しか し 、 そ の

手順 は 順応度指数 α を様 々 に 変化 し て 、 観

測結果 と予測値との 偏差を最小 と し、
こ れ に

対応す る α min を定め る方式 で あ っ た 。
こ の

方式は その 手順が 繁雑で ある 。
こ の ため 、 実

効順 応度指数 α min の 近似値 を実験 ご とに 簡

易 に推定す る方法が 開発 され る と実用 上便 利

で ある。本 報で は α minの 簡 易推定法 と して

次 の方法を提案 し、そ の 予測精度 を検 討報 告

する 。

”

色順応実験に お い て 、 背景 と同
一

明度の 試

験無彩色の 測色値 と 、 その 規準光下の 対応 色

の 測色値か らα π巨n の近似値を推定する方法。

”

2 ．実効順亦度指数 窃 min の 簡易推定

　実効順応度指 数 α min を次 の 方式で 推定 す

る 。 その考え方を図 1 に示 す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 T

R 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 （a ）

　 　 　 　 　 　 　 　 Gr （T）

Gr （R ）　　　　　　　 T

凝
（b）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1
　 　 　 　 　 　 　 　 Gr （T ）

　　C （R ）　　　　　　　 騫 全 順 応 と 不 完 全 順 応

図 1   は試験光 T 下の 無彩色Gr （T）に 対 す

る 規準 光 R 下 の 対応色が、 R 光下 の 無彩色

Gr（R ）に 等 しい こ とを示す 。 こ れが 完全順応

で あ る。すなわ ち 、 試験光順応 下 の無彩色 の

見 えが規準光順 応下 の 無彩色の 見えと完全 に

一
致す る こ とを示す 。 t こで 無彩色 とは背景

と同
一

明度の 無彩色 を意味する 。 以下 も同 様

で ある 。

しか し
一
般には 、 試験光 T 順応下 の 無彩色Gr  

は 図 1（b）の よ うに規準光 R 下 の 対応色で あ る

R 光下 の 無彩色 の 知覚 と
一

致せ ず 、 試験光の

色味 をお び たαR）に対 応す る知覚 を有 す る。

これが不完金J順応特性 で あ る 。 この こ とを考

慮す る と図 2 に お い て 、 規準光R と試験光T
の 間に 実効順応色度T ’

を適切 に選定すれ ば 、

T ’

順 応下 の無彩色 Gr（T ）が R 光槓応下の無彩

色Gr（R ）と同
一

知 覚を与 え る 。
このように不完

全順応色度T ’

を定め る方式 を、完全順応 に 対

応す る非線形色知覚モ デル に導入 す る と、 図

1（b）の よ うに試験光 T下 の無 彩色Gr（T ）に 対

して 試 験光の 値の 色味 を帯び た対応色C（R）の

予測 を与える こ と となる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 T
　 　 　 　 　 　 T 「

翻 ∴2

Gr （R ）　　　　　　　 不 完全 1順応度 TVの 概念

　 以 上 の 議論 を考慮すれ ば 、 正しい 実効順応

色度点 に対応 す る実効順 応度指数 α 面 n の 推

定値＜ amin ＞は 、 適当 な均 等表色系 の 色度

図上 に示 し た図 2 の 置点R ，T ，T に対 し、 次 式

で 示 され る 。

　　〈α 。 。 〉。 型  
　 　　 　　 　 RT

この 結果 ＜α nin ＞＝ 1は完全1幀応 に対応す る 。

こ こ で 、 RT は R とTの距 離 、
　RT ’

はR とT ’

の 距

離で ある 。 しか しT1 の 点 は仮想点で あ り求 め

る べ き点で ある か ら不 明で ある 。 図 1（b）、 お

よび図 2 に お い て 、 RT ’
i≡（T と考えられ る の

で 、 　（1）式は 近似 的に 次の よ うに書 ける 。

〈α m   〉一 欝 （・）

こ こ で
、 Cは C（R ）の 色度 をRT 上 に 示 した もの

で あ る 。 上記の手順 は図 1（b）に対応する実験
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結果 を用い 、 図上 で 求め る こ とがで きる 。 ま

た解析 に よ っ て も求 め うる 。 〈 α min ＞が

判れば 、 試 験光の 色度Xto ， Yto お よび規準

光の ts度x　
ro ，　yro を用 V ． 不完全順応色度 に

対応す る 、 ξ
’

、 η
’

、 ζ
t
を定 め 、 試験光下 の サ

ン プル の 三 刺激値Xt ，　 Yt
，　Ztに 対 し 、 試験

照度 Et、 背景の y値 Yo 、 モ デ ル の 規準 化 照

度 Eroを与えて ・ 色知覚モ デ ル の Qt・ Tt，　Pt

等の 明度お よび ク ロ マ 相関量 を定める こ とが

で きる 。

一
方規準光下で はそ の 色度Xro

， yre
をξr

， ηr
，
ζr に 変換 し 、 規準照度 Er 、 同

一

の Yo ，Eor を用 い
、 規準 光下 の 対応色 の 三 刺

激値Xr ，Yr ，
Zr か ら、 Qr，

Tr
，
Pr を定め うる

それ らの観測 と予測の
一一・ttの程度 は 両 者 の

色差で 求 め られ る 。 た とえば Bre 　neman

の 12個 の 試験色 とそれ ら の 対応色に つ い て は

次式で 平均色差が与え られ る 。

職 一 噐［・＆
・

＋ AT ・
2

・ 岬 】1（・）

こ こで 、 △ Q 苴＝ Qti−Qri， △Ti ＝ Tti−Triおよび

△Pi＝ Pti−Pri
，等で 与えられ る 。

　 こ こで 注意 した い こ とは 、 本方式の ポ イ ン

トは 、 試験光順応下 の 背景 と同一明度 を有 す

る試験色に対 し 、 その 規準光順応下 の対応色

を正確 に定 め る実験 を行 う必要が ある と い う

こ とで あ る 。

3．Breneman 実験の ＜ α min ＞の 簡易推定

　Breneman の 異照明 ・同
一

照度 の 9 実験 に

対 して 、 図 1（b）の 点T
，
R

，
C の 色度 を解析 的 に

定め て 、 α min の 推定値＜ α min ＞を求め た 。

　 こ こ で 各色度座標系 はCIELUV の u
’

，v
’

座 標
を用 い た 。 その 結果 を表 1 に 示 す 。

表 1　 実効順 応度 の 正確法 と簡易法 の 比較

実験 正 確法 簡易法 完全順応色差

No ．・ α min4Emi
ロ （α嘛 〉〈贋 mi ・ 〉 ムE

10 、824IL31o ．go913 ，38 20．07

2O ．7736 、960 ，8337 ，39 B ．86

30 ．6213 ．060 ，6383 ，ll H ．…3

40 ．7133 ．670 ，7103 ．67 14．46

60 ．893 ユα170 ．9071 α23 15，09

8O ．7257 ，430 ．7587 ．70 21．31

90 ，6695 ．140 ．6375 ．24 1L35

U0 ，7949 ．320 ．8729 ，93 13．27

12O ．7044590 ，7164 ．61 9．63

　表 1の 第 2列 には 前報
1
で α を可変 して 求

め た 、 △ Emin に対応する各実験に対する実

効順応指数 α min の 値 を 、 第 4列 に上 記の 方

法で 求め た ＜ α min ＞を示す。 両者は ほぼ 良

好 な
一
致 を示す と考えて よ い 。

　表 1の 第 3列 には α minに対応 す る 12 サ

ン プル の平均色 差 △ E   n を示す 。 前報
1
で の

計算値 で あ る 。 ただ しノ イズ成分 n ＝ 1の 値

を用 い て い る。上 述の ＜ α min ＞ に対応す る

平均色差＜ △ Enin＞を前節の 手順 を用 い て 計

算 した 。 同様 に n ＝ 1を用 い て い る 。 そ の 結

果 を表1の 第 5列 に示す 。 △ Emin と＜△Emin＞

の 比較は実験 No ，1を除 きほ ぼ 良好な一
致 を

示 す 。 No ．1実験に対 して は約 2単位 の差 を

生 じて い る 。 しかし＜ α min ＞の使用は、α ＝ 1の

完全順応の 場 合の 値 で あ る第6列に くらべ 著

しく改善さ れ て い る 。

4 ．結論

　本報 の 結果 を要約する と次の よ うに な る 。

1 ）不 完全 順 応に 対応す る 実効順応度指数

amin を推定す る簡易法 を与 えた 。 そ の 方 法

は 、 試験光下の 背景 と等明度 の無彩色 サ ン プ

ル の規準光下 の対 応色の 色度 を用 い る方法 で

ある 。

2＞本報の方式が 、 前報
正

で解析したBreneman の

実験 に充分精度よ く使用 しうる こ とを明らか に

した 。 推定値く α min＞の 近傍で 最適点 α 衄 n

に近い 点を探 す と 、 さらに 高精度の 結果 を求

め る こ とがで きる 。

3 ）本方法 で は試験光下の 無彩色に対する規準

光下の対応色を高確度で 求める必要がある 。
こ の

ため 、 Haploscopic 　Matching の 採用が 望 ま

しい
。
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